
 

 素
す

敵
てき

な合
がっ

唱
しょう

をありがとう。全
すべ

てのクラスの練
れん

習
しゅう

に取
と

り組
く

む姿
すがた

を見
み

たとき、誰
だれ

もが一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

歌
うた

っていました。練
れん

習
しゅう

が始
はじ

まるときには、自
じ

分
ぶん

たちで「並
なら

ぼう」とか、「切
き

り替
か

えよう」

と声
こえ

をかけていました。自
し

然
ぜん

と声
こえ

かけができたあなた。立
りっ

派
ぱ

でした。その声
こえ

にしっかり答
こた

え

るように練
れん

習
しゅう

に取
と

り組
く

むあなた。立
りっ

派
ぱ

でした。 

歌
うた

うときには、歌
うた

うことが得
とく

意
い

な人
ひと

、好
す

きな人
ひと

が仲
なか

間
ま

を助
たす

けるように歌
うた

っていました。あ

なたのその歌
うた

声
ごえ

に、クラスのみんなは助
たす

けられたと思
おも

いました。緊
きん

張
ちょう

しながら広
ひろ

い体
たい

育
いく

館
かん

で歌
うた

うと、まわりの声
こえ

が聴
き

こえず、「自
じ

分
ぶん

ひとりで歌
うた

っているんじゃないか」って不
ふ

安
あん

にな

るもの。そんなときに、あなたの歌
うた

声
ごえ

が頼
たよ

りになったのです。「ひとりで歌
うた

っているんじゃ

ないんだ」って。仲
なか

間
ま

の声
こえ

を聴
き

きながら歌
うた

うと心
こころ

が温
あたた

かくなるものです。それが誰
だれ

かの「安
あん

心
しん

」につながるのです。 

また、８組
くみ

の仲
なか

間
ま

に進
すす

んで声
こえ

をかけている人
ひと

もいました。そんなあなた。立
りっ

派
ぱ

でした。８

組
くみ

の仲
なか

間
ま

があなたのクラスに入
はい

るって、とても緊
きん

張
ちょう

するし、不
ふ

安
あん

を感
かん

じるものです。そん

なときに、「こっちだよぉ～」って声
こえ

をかけてもらえると、安
あん

心
しん

できるものです。安
あん

心
しん

でき

ると、しっかり声
こえ

を出
だ

して歌
うた

えるものです。「みんなともっと一
いっ

緒
しょ

にいたい」って思
おも

えるも

のです。 

「合
がっ

唱
しょう

どうだった？」とある人
ひと

に聞
き

いた。「自
じ

分
ぶん

は合
がっ

唱
しょう

が好
す

きだから、すごく楽
たの

しくて、

気
き

持
も

ちよく歌
うた

えた。」と言
い

っていた。さらに、「みんなも、もっと歌
うた

えばいいのに。そうした

らもっと楽
たの

しいのに」と言
い

っていた。あなたのまわりにいる仲
なか

間
ま

の声
こえ

に耳
みみ

を傾
かたむ

けてみよう。 

２０２１年
ねん

度
ど

 第
だい

２学
がく

年
ねん

 学
がく

年
ねん

通
つう

信
しん

 

１２月
がつ

１７日
にち

 第
だい

８号
ごう

 

発
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行
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者
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～『仲
なか

間
ま

の声
こえ

を聴
き

く』ということ～ 


